
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



はじめまして。  

   

この子
こ

たちは「つぶたね」といいます。 

あなたのみかただよ。 

 

さみしくなったとき、 

ひとりきりだと思
おも

ったとき、 

ちょっとだけ思
おも

い出
だ

してくれたらうれしいな。 
 

 

 

つぶたねは、いろんなことをしっています。 

 

たとえば… 

びょうきになっちゃったきょうだいのことを 

しんぱいしているあなた。 

さみしいのをいっぱいがまんしているあなた。 

がんばりやさんのあなた。 

がんばるのはちょっとにがてなあなた。 

なやみごとのあるあなた…。 



あなたにおぼえていてほしいことがあります。 

 

 

１つめは、びょうきはだれのせいでもないってこと。 

もし、じぶんのせいできょうだいがびょうきになっちゃった 

って思
おも

っている子
こ

がいたら、おしえてあげてね。 

 

 

 

２つめは、お父
とう

さんお母
かあ

さんは、びょうきになっちゃった 

きょうだいだけのお父
とう

さんお母
かあ

さんじゃなく、あなたの 

お父
とう

さんお母
かあ

さんでもあるんだってこと。 

 

あなたはとってもとってもたいせつな子
こ

ども。 

たったひとりのたいせつなあなたなのです。 

 

 

 



 

それから… 

お父
とう

さんお母
かあ

さんがあなたのことをいっぱいだいすきなこと。 
 

びょういんにいてあなたに会
あ

えないときも、お父
とう

さんお母
かあ

さん 

たちは、あなたのこといつもだいすきなんだよ。 

 

あなたがいるから、いっぱいがんばっておしごとをしたり、 

おいしいごはんをつくったりできるのです。 

あなたのえがおが「元
げん

気
き

のかんでんち」なんだね。 

 

いま、「ほんとう？」って思
おも

った？ 

思
おも

ったときは聞
き

いてみよう。 

ぼくってたいせつな子
こ

ども？  

わたしのことだいすき？ 

 

さあ、だれに聞
き

こうかな？ 

なんどでも聞
き

いたらいいんだよ。 

 



あなたがうまれてきたとき、みんなはどんなきもちだったのかな？

書
か

いてもらおう！ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



お母
かあ

さんに書
か

いてもらう？お父
とう

さん？おじいちゃん？おばあちゃん？ 
それともおにいちゃん？おねえちゃん？おじさんやおばさんもいいね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



あなたとみんなのにているところはあるかな？ 

それはどんなところ？ 
 

おめめがにているかも。すきなたべものがにているかも。 

すきなテレビは？ねぞうがにてたりして… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



にてるって、ちょっとくすぐったいね。 

おなじものをすきってうれしいこと！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



すきな人
ひと

に、あなたのよいところ、すきなところ、 

書
か

いてもらおう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



おかえしにあなたもその人
ひと

のすきなところ、書
か

いちゃう？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



あなたはこんなとき、お父
とう

さんやお母
かあ

さんにどうしてほしい 

って思
おも

ってる？ 

 

たとえば… 

長
なが

い時
じ

間
かん

おるすばんしたあと。 

いっぱいあたまをなでてほしい？ 

おはなし聞
き

いてほしい？ 

 

たとえば… 

学校
がっこう

で先生
せんせい

にほめられたとき！ 

おうちにかえってもいっぱいほめてほしいよね。 

 

 

たとえばたとえば… 

なみだが出
で

ちゃったとき。 

お友
とも

だちとけんかしちゃったとき。 

しんぱいなことがあるとき。 

 



そんなときは、かなしいとか、さみしいっていってもいいんだ

よ。ちょっとだけおはなし聞
き

いてねっていってもいいんだよ。 

 

だれかにぎゅうっとだきしめてもらって、あたまをわしわし 

わしってしてもらったらちょっと元
げん

気
き

が出
で

るかも！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



もしみんながじぶんのことすきじゃないのかもって思
おも

うこと

があったら、そうじゃないってちゃんといってもらおう。 

 

いま１回
かい

れんしゅうしてみる？ 

 

 

どんなときにそう思
おも

うのかな？ 

 

 

 

 

 

しっぱいすることもあるよね。がんばれないときもあるよね。 

みんなそうなんだよ。 

そんなところもぜんぶぜんぶひっくるめて、たいせつなあなた

なのです。 

ほんとう？って思
おも

ったら、聞
き

いてみよう！ 

 



さみしいよっていいにくいときもあるよね。 

そんなこといったらお父
とう

さんやお母
かあ

さんがこまっちゃうかも

…って思
おも

うこともあるよね。 

 

じゃあ、いいにくいときは「サインでつたえる」って 

どうだろう？ 

 

お父
とう

さんやお母
かあ

さん、あなたのだいすきな人といっしょに、 

さみしいよーって思
おも

ったとき、ぎゅうってしてほしいよーって

思
おも

ったときのあいずをきめてみよう。 

 

手
て

を３回
かい

ぎゅっとにぎるっていうのはどう？ 

 

 

 

せなかを２回
かい

トントンするっていうのは 

どうかな？ 

 



 

サインも出
だ

しにくいときは…  

おねがいクーポンわたしちゃおう！ 

 

あたまなでなでしてほしいよー とか、 

「ただいま」といっしょに、ぎゅうってしてほしいよー とか、 

ちょっといっしょにあそんでよー とか、 

おねがいしてもいいんだよ。  

 

ときどきはあなたがおねがいされて、あたまをなでなでしてあ

げたり、おさんぽやおかいものにつきあってあげるのもいいね。 

 

おとなだってあたまをなでなでしてもらうのはうれしいこと。 

あなたになでてもらえるなら、さらにうれしい！ 

あなたにはすごいちからがあるのです。 

「元
げん

気
き

のかんでんち」をいっぱいじゅうでんしてあげよう。 
 

 



おねがいクーポンつくってみよう！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



おねがいされるクーポンもつくってみる？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



あなたはひとりじゃないよ。 

いつでもいっぱいみかたがいる。 

 

つぶたねはもちろん、 

お父
とう

さん、お母
かあ

さん、あなたのきょうだい、それから 

おじいちゃん、おばあちゃん、おじさん、おばさん、先生
せんせい

、 

お友
とも

だち、きんじょの人
ひと

… 

みんながあなたをたいせつにおもっているから、 
どうかあなたもあなたのことをたいせつにしてね。 

 

さみしいとき、かなしいとき、この本
ほん

を思
おも

い出
だ

して、 

ひらいてください。 

たくさんの人
ひと

のきもちがこの本
ほん

からとび出
だ

して、あなたの 

元
げん

気
き

のもとになるように、そうねがってつくったのです。 

 

ないちゃってもいいよ。おこってもいいよ。わらってもいい。 

みんなまとめてだいすきなあなたです。 

いつでもおうえんしているからね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「しぶたね」 

しぶたねは、びょうきの子どもの「きょうだい」のためのだんたいです。 

きょうだいさんにあつまってもらって「きょうだいの日」というイベントで楽しくあそん

だり、びょういんのろうかでお父さんお母さんをまっているきょうだいさんといっしょに

すごしたりしています。 

しぶたねの「しぶ」は「きょうだい（sibling
シブリング

）」の「しぶ」。 

しぶたねの「たね」は「きょうだい」があんしんしていられるばしょの「たね」をまいて、 

いっぱいふやしていこう！の「たね」。 

きょうだいさんが、そのまんまでまるごとうけとめられ、いっぱいたいせつにされて、 

じぶんをたいせつにできるおとなになっていけるように、たくさんの人のあいじょうを 

つたえていきたいとおもっています。 

 
 

 
それから、たくさんの 

大きくなったきょうだいさん と、  
 

 

 

と、思っている人たち。 
 

 

 

監修は 山地理恵さん 

大阪市立総合医療センターでホスピタルプレイスペシャリストとしてはた

らいている、いつもニコニコやさしいおねえさん。びょうきの子どもとかぞ

くのサポートをしています。 

 

そして、武田薬品工業株式会社のみなさまと 

 

特定非営利活動法人市民社会創造ファンドのみなさまの 

愛情もいただいてつくりました。 



 


